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木 質 材 料 実 験 棟 全 国 国 際 共 同 利 用 専 門 委 員 会
委 員長 五 十 田 博(京 都 大学 ・生 存 圏研 究 所)
1.共 同利用施設 および活動の概要
木質材料実験棟(WoodCompositeHa11)は、 994年2月に完成 した大断面集成材 を構造
材 とす る3階 建ての木造建築物である(写 真1)。 付属的施設 として実験住宅 「律周舎」(写
真2)の 他 に、北山丸太 をそのまま構造材 として有効活用 した木質系資材置 き場(写 真3)
が平成22度か ら新 たに加 わった。木質材料実験棟の1階 には、写真4～6に 示す ような木質
構造耐力要素の性能評価用試験装置、木質由来新素材開発研 究用 の加 工、処理、分析 ・解析
装置 な どを備 えてい る。3階 には、120名程度収容可能な講演会場のほか、30名程度が利用
できる会議室 がある。
写真1:木 質材 料 実験 棟 全景 写 真2:実 験住 宅 「律 周 舎 」 写真3:北 山丸太 製 資材
置 き場
礁駈
写真4:竪 型 油圧 試 験機 写真5:鋼 製反 力 フ レー ム 写真6:X線 光電 子 分
析 装 置
1階の実験室に設置 され てい る主たる設備 と活動状況は以 下の通 りである。
1)1000kN竪型サーボアクチュエーター試験機(写 真4):試 験体最大寸法は高 さ2.5m、
幅0.8m、奥行 き0.8m程度 まで適用可能。集成材各種接合部の静的 ・動的繰 り返 し加力実
験 、疲労実験 、丸太や製材 品の実大 曲げ実験 、実大座屈実験その他 に供 され てい る。
2)500kN鋼製反カ フ レーム水平加力実験装置(写 真5):試 験体最大寸法:高 さ3.Om、
幅4.5m(特別 の治具を追加 すれ ば6mま で可能)、 奥行 き1m。PC制 御装置 と最大ス トロ
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一 ク500mmの静的正負繰 り返 し加力用オイル ジャ ッキを備 えてい る。耐力壁 、木質系門型
ラー メン、その他構造耐力要素の実大(部 分)加 力実験 に供 されてい る。
3)X線光電子分析装置(ESCA)(写真6):試 料 の最表面(5nm)を分析 可能。イオ ンエ ッ
チ ングを行 うことで深 さ方向の分析 も可能である。現在の ところ、主 に、木質系炭素材料 の
表面分析 に供 されてい る。
4)木造エ コ住宅(律 周舎:写 真2):平 成18年11.月に完成 した 自然素材活用型木質軸組
構法実験棟。金物 を一切使 わず 、木 、竹、土等 の 自然素材 だけで構造体 を構築 したユニーク
な木造実験住宅で ある。
平成25年 度の採択課題数 は17件で、表1に 本年度 の採択課題名 、代表研究者 、所 内担当
者 の一覧 を示す。
表1平 成25年度木質材料実験棟共同利用採択課題一覧
難 研究課題 翠雛 純 墾 同研究者数)所属 職゜
25-1竃 穐 蘇 襲 鶴 蹴)を 用いた 晒 鼎 篇 欝 ㌶ ㌍ 技術セン
25-2京緬 産木材の有効活用に関する研究 嬰鮭 鷲 講 膿 林水産技術セン
25-3房総 恥 繍 盤 盤 齢 翁態 難 認 翻 」大学'大学膿 学研
住宅床下における銅板等の劣化擶 四効 栗崎 宏(8)富山県嵩桝 産総合技術25W呼"果 の検証 紺 一木材 研 究所'邑1」王幹研 究購
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25WM-17接合性能 の評価 所 .教授/,J、松幸平
2.共 同利用研究の成果
2.1代表的な研究成果
1)課題番号:25WM-02「京都府 産木材 の有効活用 に関す る研究」(代 表:明 石浩和、京都府
農林水産技術セ ンター)で は、森林整備 のために設置 されている木製治 山ダムおいて使用 し
た木材 の残存耐力 を予測す る手法 を検討す ることを 目的 と してい る。そのため、種々の劣化
診 断機器 による計測 とそれぞれ の材料 の曲げ強度実験 をお こない、両者の関係 について検討
した。供試体 として、京都府内の木製治 山ダム(写 真7)の うち、設置後5年 経過 した4基
か ら、合わせ て放水路天端材20本 と袖天端材36本を、また、10年経過 した3基 か ら、合 わ
せ て放水路天端材9本 と袖天端材26本 を採 取 した ほか、未使用材36本 を準備 し、曲げ試験
を実施 した。材 は全て京都府内産 のスギであ り、直径200mmに丸棒加 工後、せ い170mmに太
鼓挽 き した もので長 さは2000mmである。 曲げ試験はスパ ン1800mmの中央集 中載荷法でお こ
ない、丸みのあ る面 に加 力 した。供試体 には、腐朽等 によ り表面が剥がれ落 ちるな ど断面欠
損 してい るもの もあったが、曲げ強 さ及び曲げヤング係数 の計算 に用いた断面 は、全て未使
用材 と同 じとした。
曲げ強 さと曲げヤング係数 には正の相関が見 られた。 また、 曲げ強 さ、 曲げヤング係数 と
も、その平均値 は年数 の経過 とともに低下 しているが、木製治 山ダムにおけ る部位 によって
その劣化 は異な り、放水路天端 に比べて袖天端 の値が よ り低 下す る傾向にある ことか ら、袖
天端 の強度低下が早 いこ とが伺 えた。 また、診 断機器の一つである ピロデ ィンを用いた計測
では、中央4面 の計測値が曲げ強度 と最 も相関係数 が高 くなるこ とがわかった。今後、 これ
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図1:曲 げ強 さ と曲げ ヤ ング係数 の 関係(中 央4面)と 曲げ強 さの 関係
2)課題番号:25WM-06「木質起源物質の化学修飾 と炭素化物への物質変換」(代 表:木 島正
志 、筑波大学)で は、木質起源 の入手 しやすい物質 にはセル ロー ス、合成セル ロース、アル
カ リリグニ ンな どがあ り、 これ らを、エネル ギー変換機 能を もつ高性能炭素に物質変換す る
ことができれば、生活圏への炭 素濃縮、バイオマス資源 の有効利用、 さらに機能性炭素 を利
用 したエネルギーの高効率利用 が可能 にな ると考 え、研 究をお こなって きた。本 目的 を実現
す る目標炭素の一つ に階層的なナノ構造 を持 つ多孔性炭素がある。本研 究の方針 は炭素化過
程 で ミクロ孔性炭素 を生成す る物質 と調製条件 を整 え、物質を微細形状化 させ て集積 させ る
ことによ り微 細物 間隙か ら生 じる異 なる空隙を保持 した物質を創製す ることである。 ヒ ドロ
キエチルセル ロース(HEC)とアル カ リリグニン(AL)の水溶液 を界面活性剤存在 下クロロホ
ル ム と激 しく混合す るこ とで ミセル化 し、その乳濁液 をアセ トンに加 えて沈殿化 させ ること
で比較的均一 なHEC-AL複合体微粒子集合物 を単離す ることがで きる(図3)。 この物質 を不
活性 ガス雰囲気 で900℃まで昇温 して炭素化す る ことで、微粒子形態 を保持 した炭素が得 ら
れ る。窒素吸着測定か ら見積 もったその炭素 のBET比表面積は400m2/g、ミクロ孔容量0.11
mL/g、メソ孔以上の容量 は0.59mL/gとな り、粒子 問空隙が有効 に孔容積 として機能す る炭
素であることが分かった。 さらに この炭素の表面積 を増大 させ るため、HEC-ALの水溶液 に賦




が2.08mL/gとな り、孔性 を大幅に増大 させ るこ とに成功 した。 この炭素の1MH2SO4中に
おける電気 二重層 キャパ シタ容量は、電流密度が0.05A/gのときの394F/gと非常 に大き
く、電流密度 を0.4A/gに高めた場合 でも減少 は少な く269F/gの高い容量 を維持す ること
ができた。 これ はHEC-AL微粒子炭集積物が粒子 由来の ミクロ孔の他、粒子 問由来のメ ソ～マ
クロ孔空間 を十分 に保有す る階層 的な構造 を実現 し、電解 質イオ ンの吸脱着 ・拡散 に有効 に
寄与 してい るためと考える。
欝縫!
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図3:HEC-AL微 粒集 合 体(左)のSEM像 と拡 大 図(右)
2.2学術 雑 誌 に公 表 され た 論 文森 拓 郎,野 田康 信,東 智則,森 満 範,戸 田正 彦,強 制腐 朽 処
理 を施 した木 ね じ接 合部 の一 面せ ん 断性 能評 価,構 造 工学 論 文集60B,日 本 建 築 学会,
pp.371-375,2014.
木 島正 志,渡 辺 真 里,有 機 ・高分 子 物 質 を用 い るナ ノ構 造化 炭 素 材 料 の創 製,日 本 画像 学会
誌,第53巻 第1号,pp.62-71,2014.
2.3学会 発表
中谷 誠,森 拓 郎,中 島 昌一,椎 葉 淳,CLTの ラ ミナ積 層 方 向 と直交 方 向のLSBの 引抜 き
性 能,日 本建 築 学 会 学術 講 演 梗概 集 構 造 皿,pp.27-28,2013.
明石 浩 和,森 拓 郎,田 淵敦 士,三 好 岩 生,宅 間健 人,平 井 雄 隆,木 製 治 山 ダ ムの 経過 年 数
と部 材 曲 げ強 さの 関係,第64回 日本 木材 学 会 大 会 ポ ス ター発 表,2014年3.月.
簗 瀬 佳 之,藤 原 裕 子,藤 井 義 久,森 拓 郎,吉 村 剛,土 居修 一,実 験 住 宅床 下 にお け る種 々 の
粒 子 物 理 バ リア の シ ロア リ貫 通 阻止 性 能 評価,第25回 日本 環境 動 物 昆 虫学会 年 次 大会,
p.21,2013.
簗 瀬 佳 之,藤 原 裕 子,藤 井 義 久,森 拓 郎,吉 村 剛,土 居修 一,種 々の粒 子物 理 バ リア の シ ロ
ア リ貫 通 阻止 性 能 評価 一実 験住 宅 床 下 にお け る5年 間 の性 能試 験 の結 果一,第64回 日本
木材 学 会 大 会 ポ ス ター発 表,2014年3.月.
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伊 東 和 俊,姜 暁光,田 中圭,神 戸渡,森 拓郎,井 上 正文,繊 維 直交 方 向 に挿 入 したGIR接 合
部 の割 裂 耐 力推 定 法 そ の4支 持 スパ ンが大 きい場 合 の割 裂 耐力,日 本 建 築 学 会 学術
講演 梗 概集 構 造 皿,pp.33-34,2013.
姜 暁光,伊 東 和俊,田 中圭,森 拓 郎,井 上 正 文,接 合 金 物 と接 着 剤 を併 用 した木 材 接合 法 の
強 度発 現機 構 につ い て そ の10材 端 部 に繊維 直 交方 向挿 入 され た場 合 の 強 度性 能 の
検討,日 本 建築 学 会 学術 講 演 梗概 集 構 造 皿,pp.35-36,2013.
野 田康 信,森 満 範,戸 田正彦,森 拓 郎,強 制腐 朽 処 理 を施 した木 ね じ接 合部 の一 面 せ ん 断牲




島 田武,木 島正 志,畑 俊 充,ヒ ドロ キシ エ チル セ ル ロー ス 由来微 粒 子 状炭 素 の調製,第40回
炭 素材 料 学 会年 会,2013.
滝 野 哲 平,滝 村 康 大,北 川 裕 之,パ ル ス 通電 焼 結 に よ るCu2-xSe熱電材 料 の作製 とキ ャ リア
濃 度 制 御,粉 体粉 末 冶金 協 会,平 成25年 度秋 季 大 会(第lll回 講 演 大 会),名 古屋 国
際会 議 場,2013.
本 間千 晶,畑 俊 充,木 質 熱 処理 物 のセ シ ウム イ オ ン処 理 ま た は ス トロ ンチ ウムイ オ ン処理 に
よ る錯 体 の調 製 お よび そ の性 質,第ll回 木 質炭 化 学 会研 究 発 表 会講 演 要 旨集,pp49-50,
2013.
小 松 幸 平,北 守 顕 久,中 島 昌一,藤 田和 彦,小 松 賢 司,SokYeeYeo,全 ネ ジス ク リュー斜
め 打 ち に よ る集 成 材 のせ ん 断性 能 向 上効 果,第64回 日本 木 材 学 会大 会 口頭 発 表,2014
年3月.
2.4修士 論 文 ・卒 業論 文
島 田武,セ ル ロー ス類 の構 造化 を利 用 した 階層 的多 孔 質 炭 素 の調 製,筑 波大 学 大 学 院数 理 物
質科 学 研 究 科修 士 論 文.
渡 辺 貴文,γ 一シ ク ロデ キ ス トリン筒型 集 合 体 の調 製 と炭 素 変換,筑 波 大 学 理 工 学 群応 用 理 工
学類 卒 業 論 文.
滝 野 哲 平,Cu2-xSe熱電材 料 の作製 とキ ャ リア濃 度 制御,度 島根 大学 大 学 院 総合 理 工 学研 究
科 ・修 士 論 文.




木 質材 料 実 験 棟 過 去8年 間 の利 用 状 況 の推 移
期間 平成18平 成19平 成20平 成21平 成22平 成23平 成24平 成25




*()内数字は国際共同利用課題数**研 究代表者お よび研究協力者 の延べ人数
4.専 門委員会 の構成および開催状況(平 成25年度)
4.1専門委員会の構成
五十 田博(京 都大学 ・生存圏研究所)
井上正文(大 分大学 ・工学部)
佐 々木貴信(秋 田木材 高度利用研究所)
原 田寿郎(森 林総合研 究所)
藤 田香織(東 京大学 ・工学系研 究科)
山内秀文(秋 田木材 ・高度利用研究所)
渡辺浩(福 岡大学 ・工学部)
田淵敦士(京 都府立大学 ・環境デザイ ン学科)
野 田康信(北 海道林産試験場)
川瀬博(京 都 大学 ・防災研究所)
仲村 匡司(京 都大学 ・農学研究科)
梅村研二(京 都大学 ・生存圏研 究所)
畑俊充(京 都 大学 ・生存 圏研究所)
4.2専門委員会の開催状況
平成25年度の専門委員会は、全て メール 回議 によって行った。
5.特 記事項
日刊木材新聞2014年5,月26日号にて、25WM-09(代表:本 間千晶、北海道立総合研究機構
林産試験場)の 成果 が、 「熱 処理道産 トド松 でセ シ ウム吸着 」北海道立林産試験場 と京都大
学共 同で、 と報道 され た。
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